〔精神医療福祉領域　報告〕

平成２８年度　精神医療福祉領域事業報告
北病棟グループ

　北病棟　SGM　　東　和弘
　
【報告概要】

北病棟は精神科療養病棟として機能しており、多くの患者様は重度かつ慢性期の状況にあり、長期的な入院治療を余儀なくされている。

昨年度までと同様に地域に向けての退院支援を進めてきたが、今年度の退院件数は22名という結果となっている。（自宅への退院11名、施設入所9名、転院2名の内訳であり、このうち10年以上入院ケースが3名となっている）退院支援という位置づけからは、10年以上の退院ケース3名については、現場スタッフの本人へのこれまで以上の密な関わり、家族への関わり、病院チームメンバーや地域との連携も結果に結びついているものと思われる。
一方では退院に結びつけることの困難な事例も課題として多く残されている。長い入院生活の中での家族関係（疎遠、身寄りがいない、治療協力者の世代交代）から生じているもの、本人自身が退院を望まないケースなどである。退院支援を取り組むケース、退院支援を考えずに病院での時間を潤いある時間として支援を考えていくケース、更なる見極めも重要になっている。

今現在の入院生活の中での有意義な時間を提供するために、季節の行事としてのクリスマスや年末年越しそば、年明けのへっちょこ団子作りなどを病棟独自で企画し、多くの患者様に好評であった。このようなわずかの時間の取り組みでも、患者様の生活時間の快適さを与えられたと考えている。
患者様の安全管理という点では、今年度の年末年始はインフルエンザや流行性胃腸炎など病棟での発症はなかった。早い段階から患者様やスタッフ間での手洗い強化や喚起、病棟出入り口2か所の消毒液設置、北病棟以外の出入りするスタッフへの喚起、鍵返却時の消毒対応、次亜塩素酸消毒液での毎日の環境整備などである。患者様のみならずスタッフも罹患せずに経過する。病棟の構造上、外との行き来も多く、病院スタッフ全体の出入りも多いことから、次年度も同様に現場スタッフ全体での安全管理に対する意識をもち喚起していきたい。
スタッフの成長という点においては、力量は個々に様々であり、関わりの中から成長が見えたスタッフ、能力の限界にある中で業務を遂行してもらわなければならないスタッフ、これまでの経験の中でケア遂行できるスタッフなど様々である。チームとしての総合力を考えるためにも、個々の出来ている部分を更に伸ばす、課題と思われる部分を一つでも少なくしていく関わりの方向を吟味し、人事考課を直接の取り組み
　　　　　　反映できるような仕組み作りが大切になる。
【事業目標】

１、各部署の目標を達成する

2、 効果的な人材育成を行い、質の高い医療サービスを提供する

【達成目標】

１．患者様一人ひとりの今後について明確にする（継続目標）
２．専門職としての更なる成長（継続目標）　　　　　

【目標の達成結果】

　（未達成の目標）

　　1、患者様一人ひとりの今後について明確にする。

　　　　病棟管理者の患者様重症度評価の実施

　　　　原因）

　　　　　以前実施したデータを活用、現在の状態と大きく変化ないと判断した

　　　　　患者様評価の取り組みに対する意識の欠如があった

　　　　対策）

　　　　　重症度評価実施の計画立案

　　　　　（対象者の実施時期や実施担当者など）

　　　　　管理者だけでの実施でなく、現場スタッフ全体で実施していく

　（達成した目標）

　　1、患者様一人ひとりの今後について明確にする。

　　　　2人1組のスタッフ体制に、患者様を7～8名程度の受け持ちの体制で、個々の担当患者

　　　　様の支援を行ってきた。基本的には全対象様を退院支援の位置づけから検討してきた。

　　　　カンファレンスでの定期的な評価と退院支援計画書の意識した実践。また、SWとの退院

　　　　支援リストの情報共有と更新。
　　　　全スタッフが捉える日々の評価と、毎月の退院支援会議を行っている。患者様によっての
　　　　ゴール設定や費やすケア内容の違いなどを明確にしながらの実践。
　　　　疎遠傾向にある患者様ケースについては、管理者からの手紙や定期的な電話連絡を行い、

　　　　面会に来てもらう等の結果にもなっていた。

　　　　退院患者様数についてはこれまで以上に結果が出ている。11月からは、退院支援促進を

　　　　より円滑に進めていくためにキャリアのある2名の看護スタッフを担当とし、支援の方
　　　　向性や課題などのアドバイス的役割を担ってもらい、更に退院ケースの促進に繋がったと

　　　　考えられる。患者様に関わるという実践の部分や家族との関わり方などもケアの仕方と

　　　　して、スタッフ全体が刺激を受けている。
　　　　　
	
	　入院数
	　退院数

	　平成26年度
	　　2人
	　　14人

	　平成27年度
	　　2人
	　　10人

	　平成28年度
	　　1人
	　　22人

	　　
	
	


　　2、専門職としての更なる成長

　　　　全体ではカンファレンスの時間に行う勉強会、病院委員会からの勉強会資料の確認、ケー
　　　　ス検討会からの意見交換や考え方の学習が行われている。個別には、定期の人事考課や

　　　　面接などからの姿勢面や業務課題の確認と修正が行われ、スタッフ個々の成長への働き

　　　　かけが行われている。

　　　　各種委員会からの課題や勉強会資料の熟読、病棟にある医療機器の使い方の確認、病院や

　　　　病棟の変化する方針を随時情報共有する、スタッフ個々の個別担当業務の進捗確認と指導

　　　　を面接でも行ってきた。

　　　　臨床経験の少ないスタッフや中途入職スタッフを迎える中で、スタッフ間の仕事に対する

　　　　様々な思いもあり、指導しても見えない結果などに対する思いや、スタッフ管理としての
　　　　結果も課題にあがる1年でした。人としての成長は当たり前であるが、専門性を求められ
　　　　現場としては、個々の成長には課題の残る結果となっている。

　　　　スタッフの実践評価を考えるにあたっては、病棟での事故発生件数も考えておかなければ

　　　　ならない。報告書件数は、1年で24件となっている。転倒事故や服薬に関する報告内容

　　　　は例年と同様である。服薬に関しては、8月同時期に続いて患者様の服薬カレンダーから
　　　　紛失してしまう事故があり、一時期服薬カレンダーをスタッフオフィスで預かるという

　　　　非常事態にもなっている。臨床で起こる出来事として、スタッフ間でも多くの視点からの

　　　　話し合いも行われ、学習の機会となっている。

　　　　また、流行感染時期にはスタッフ一丸となっての感染対策予防や喚起を行い、その過程

　　　　での専門職としての実践意識も高まったと考えられる。
　　　　（カンファレンス勉強会実施内容）

　　　　　
	　6月
	サービス利用までの手続き（GH,青山荘）

	　7月
	北病棟環境での予測される事故とその対策

	　8月
	介護保険の制度と実際

	　9月
	精神科領域で必要な法律と制度の理解

	　10月
	精神障害者の地域生活を支えるために・サービスの活用①

	　11月
	精神障害者の地域生活を支えるために・サービスの活用②

	　12月
	精神障害者の地域生活を支えるために・サービスの活用③

	　1月
	地域に向けての精神科看護・退院に向けての支援

	　2月
	地域に向けての精神科看護・長期入院の現状課題

	　3月
	地域に向けての精神科看護・家族への支援


　　　（28年度年間事故件数と種別）

　　　　
	ベッドからの転落
	　　1

	転倒
	　　8

	自己管理薬の多量服用の可能性
	　　2

	器物破損
	　　1

	服薬カレンダーからの薬に紛失
	　　5

	服薬セットミス
	　　2

	患者様暴力行為
	　　1

	離院
	　　2

	
	


　　
【その他】

　（年間スケジュール）

	月
	業務・行事・会議等

	　4
	グループ内事業計画ヒアリング

患者、家族へ担当スタッフ挨拶、看護計画の立案
目標面接とスタッフの役割確認

医療福祉学会内容検討・決定

担当ＳＷとの方向性の確認

	　5
	家族へ担当スタッフが方針、看護計画確認開始　上半期

看護計画修正、立案（以後、毎月検討）

グループ内事業内容、方向性の検討
実習生との対応について

部署懇談会

	　6
　
	（症例検討会随時実施開始　～12月）

	9
	中間事業報告、修正
中間サマリー、各患者評価

中間スタッフ面談

	10
	中間評価と下半期に向けての取り組み

医療福祉学会のまとめ

看護計画修正、立案

	11
	医療福祉学会

	1
	看護計画評価、修正

	　2
	年度末評価と次年度に向けての作業

中間サマリー、各患者評価

年度末スタッフ面談・個別育成評価


（ベッド管理に関する他、主なデータ：過去2年分との比較）
　　　
	
	　　H26
	　　H27
	　H28

	平均在院患者数
	　　26.5
	　　27.5
	　30.7

	病床利用率
	　　64.5
	　　78.6
	　87.8

	平均年齢
	　　61.3
	　　62.2
	　58.9

	平均在院期間
	16年8ヶ月
	17年2ヶ月
	12年4ヶ月
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